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究
所
研
究
事
業
費
等
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
、
そ
れ
ͧ
れ
拡
充
強

化
を
求
め
て
い
る
と
説
明
。
こ
の

う
ち
、
ᶆ
私
立
高
校
等
就
学
支
援

金
制
度
に
つ
い
て
は
、
年
収
五
百

九
十
万
ԁ
ະ
ຬ
ੈ
ଳ
に
対
す
る
支

援
金
ֹ
を
私
立
高
校
の
年
間
平
ۉ

授
業
料
で
あ
る
約
四
十
万
ԁ
ま
で

引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
て
い
る
ほ

か
、
ᶇ
私
立
中
学
校
等
就
学
支
援

金
制
度
に
つ
い
て
は
、
年
収
に
応

じ
て
授
業
料
支
援
を
年
ֹ
十
万
ԁ

か
ら
さ
ら
に
拡
充
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
要
望
案
は
了
承

さ
れ
た
。

九
・
六
ˋ
で
、৳
び
೰
ん
で
い
る
。

公
立
学
校
の
耐
震
化
཰
は
公
費
が

౤
入
さ
れ
た
結
果
、
一
〇
〇
ˋ
近

く
ま
で
上
ঢ
し
た
が
、
私
立
学
校

に
対
す
る
国
か
ら
の
補
助
཰
は
二

分
の
一
の
ま
ま
で
あ
り
、
一
〇

〇
ˋ
に
近
づ
け
る
に
は
補
助
の
拡

充
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
日
本
私
学
教
育
研
究
所

の
中
川
所
長
が
、
来
年
、
秋
田
県

で
開
催
す
る
全
国
私
学
教
育
研
究

集
会
の
案
内
お
よ
び
今
後
の
研
修

会
等
の
開
催
予
定
を
報
告
し
た
。

算
に
関
す
る
要
望
案
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

要
望
案
で
は
、
①
経
常
費
助
成

費
等
の
拡
充
強
化
を
は
じ
め
、
②

̞
̘
Ｔ
؀
ڥ
の
整
備
に
対
す
る
補

助
、
ᶅ
施
設
の
耐
震
化
及
び
設
備

の
長
ण
命
化
に
対
す
る
補
助
、
ᶆ

私
立
高
校
等
就
学
支
援
金
制
度
、

ᶇ
私
立
中
学
校
等
就
学
支
援
金
制

度
、
そ
し
て
ᶈ
日
本
私
学
教
育
研

告
。「
高
校
入
学
者
数
の
減
少
に

は
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
だ
け
で

な
く
、
通
信
制
高
校
へ
の
入
学
者

数
の
ٸ
増
が
大
き
く
影
ڹ
し
て
い

る
」と
説
明
し
た
。そ
の
ほ
か
、
学

校
建
物
の
耐
震
化
཰
、
教
室
等
の

ۭ
調（
ྫྷ
๪
）整
備
཰
や
̞
̘
Ｔ
の

整
備
状
況
等
に
関
し
て
報
告
が
あ

り
、吉
田
会
長
は
、「
私
立
高
校
全

日
制
で
の
学
校
の
耐
震
化
཰
が
八

い
。
も
し
、
全
国
ど
こ
の
地
域
で

も
英
語
ຽ
間
ࢼ
験
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
や

都
道
府
県
が
生
徒
ら
を
支
援
す
る

べ
き
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

　

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
෱

島
事
務
局
長
が
、
ཌ
十
一
月
に
開

催
す
る
私
学
振
興
全
国
大
会
に
つ

い
て
案
内
し
た
ほ
か
、
令
和
２
年

度
私
立
高
等
学
校
等
関
܎
政
府
予

め
た
と
説
明
し
た
。
調
査
委
員
会

か
ら
は
、
令
和
元
年
度
私
立
中
学

高
等
学
校
実
ଶ
調
査
に
つ
い
て
෱

島
事
務
局
長
が
中
間
報
告
を
行
っ

た
。
ま
ず
令
和
元
年
度
の
入
学
状

況
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
入
学

者
数
が
約
二
千
人
増
加
の
八
万
千

八
百
六
十
人
、
高
校
の
入
学
者
数

が
約
七
千
人
減
の
三
十
四
万
二
千

五
百
六
十
一
人
で
あ
っ
た
と
報

　

続
け
て
෱
島
事
務
局
長
が
、
九

月
十
九
日
に
萩
生
田
文
部
科
学

大
臣
に
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
に
お
け
る
英
語
ຽ
間
ࢼ
験
に

つ
い
て
要
望
ॻ
を
手
交
し
た
と
報

告
。
当
日
は
、
吉
田
会
長
を
始
め

近
藤
副
会
長
、
平
方
常
任
理
事
、

長
௩
常
任
理
事
の
四
名
で
大
臣
を

๚
ね
、
大
学
入
ࢼ
英
語
成
績
提
ڙ

シ
ス
テ
ム
の
ԁ
׈
な
実
施
等
を
求

は
、
現
行
の
大
学
入
ࢼ
セ
ン
タ
ー

ࢼ
験
に
お
い
て
も
受
験
会
場
が
少

な
く
、
ധ
り
が
け
で
な
い
と
受
験

が
で
き
な
い
地
域
が
ଘ
在
し
て
お

り
、
説
ಘ
力
が
あ
る
と
は
言
え
な

か
ら
協
会
長
・
事
務
局
長
等
約
百

人
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
会
議
に
先
立
ち
、

台
風
十
九
߸
の
٘
ਜ਼
に
な
ら
れ
た

方
々
に
໧
౲
が
๋
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

吉
田
会
長
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
で
の
英
語
ຽ
間

ࢼ
験
の
活
用
に
つ
い

て
「
地
方
で
は
受
験
会

場
が
少
な
く
ࠔ
っ
て
い

る
と
い
う
੠
を
聞
く
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
私
学

も
同
様
で
あ
る
。
た

だ
、『
英
語
ຽ
間
ࢼ
験

は
ധ
り
が
け
で
な
く
ど

の
地
域
で
も
受
験
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
』

と
い
う
主
ு
に
つ
い
て

　

本
連
合
会
は
十
月
十
八
日
、
宇

都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

で
令
和
元
年
度
第
二
回
協
会
長
・

事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
た
。
同

会
議
は
、
全
国
私
学
教
育
研
究
集

会
栃
木
大
会
に
合
わ
せ
て
開
い
た

も
の
で
、
各
都
道
府
県
私
学
協
会

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に

www.chukoren.jp
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主な内容
第
øü
回
常
任
理
事
会
等
を
開
く�

２
面

私
立
中
学
高
校
実
態
調
査
中
間
報
告�

３
面

英
語
民
間
試
験
で
大
臣
に
陳
情�

４ŋ

５
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

Ӊ
都
ٶ

ࢢ
内
で

第
̎
回
ڠ
会
長
・
事
຿
ہ
長
会
議
開
催

ἔ
଱
਒
Խ
཰
☟☞☞
ˋ
ʹ
は
ิ
ॿ
֦
ॆ
ඞ
要
ἕ

౰
໘
͢
Δ
՝
୊
で
৘
੎
ใ
ࠂ

Ӊ౎ࢢٶͰ։͔Εͨୈ̎ճڠ会長ɾࣄ຿ہ長会議
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年
九
月
、
十
一
月
、
令
和
三
年
二

月
以
߱
）
に
よ
っ
て
ࢼ
験
の
受
験

期
間
を
三
つ
に
区
切
っ
た
と
説
明

し
た
。「
各
受
験
生
は
、
大
学
へ

の
成
績
提
ڙ
が
必
要
に
な
る
時
期

を
確
認
し
、
そ
れ
に
間
に
合
う
受

験
期
間
に
ࢼ
験
を
受
け
て
ほ
し

い
」
と
ݺ
び
か
け
、
今
後
、
ࢼ
験

実
施
日
、
受
験
期
間
の
区
分
、
実

施
場
所
等
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
随
時
更
新
し
て
い
く
と
し

た
。

　

最
後
に
、
Ԙ
崎
修
健
・
公
ӹ
財

団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
教
育

事
業
部
長
が
共
通
テ
ス
ト
で
活
用

さ
れ
る
実
用
英
語
ٕ
能
検
定
（
英

検
）
の
実
施
֓
要
を
説
明
し
た
。

検
定
協
会
は
、
来
年
四
月
か
ら
七

月
の
受
験
に
つ
い
て
、
予
約
金
三

千
ԁ
を
௃
収
す
る
と
し
て
い
る
一

方
、
受
験
し
な
か
っ
た
場
合
に
は

予
約
金
を
返
ೲ
し
な
い
と
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
出
席
者
か
ら
は
反

発
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
十
月
七
日

に
、
受
験
の
予
約
を
取
り
ফ
す
場

合
に
は
令
和
元
年
十
一
月
五
日
か

ら
十
一
日
ま
で
の
間
で
、
返
金
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。

に
よ
る
支
援
を
行
う
と
報
告
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
私
立
小
中
学
校

等
に
通
う
児
ಐ
生
徒
へ
の
経
済
的

支
援
に
関
す
る
実
ূ
事
業
に
つ
い

て
、
非
課
税
ੈ
ଳ
へ
の
支
څ
ֹ
を

十
万
ԁ
か
ら
十
五
万
ԁ
に
拡
充
す

る
方
向
だ
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ഢ
井
ඒ
ಙ
・
高
等
教

育
局
長
が
、
大
学
入
ࢼ
英
語
成
績

提
ڙ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明

し
、「
英
語
ຽ
間
ࢼ
験
の
活
用
方

針
を
ະ
だ
に
公
表
し
て
い
な
い
大

学
に
は
、
原
則
九
月
中
に
学
部
・

学
科
別
の
方
針
を
公
表
す
る
よ
う

通
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
ࢼ
験
実

施
団
体
に
対
し
て
は
、
会
場
の
௥

加
設
置
と
ࢼ
験
会
場
、
ࢼ
験
日
程

を
ૣ
期
に
公
表
す
る
よ
う
強
力
に

要
請
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
義
本
博
࢘
・
独
立
行

政
法
人
大
学
入
ࢼ
セ
ン
タ
ー
理
事

が
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
֓
要

に
つ
い
て
報
告
。
共
通
テ
ス
ト
で

は
、
新
た
に
国
語
、
数
学
ᶗ
、
数

学
ᶗ
Ａ
で
記
述
式
問
題
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
記
述
式
問
題
の
採

点
は
学
力
評
価
研
究
機
ߏ
に
委
託

す
る
と
説
明
し
、
英
語
の
ຽ
間
ࢼ

験
に
つ
い
て
は
、
大
学
へ
の
成
績

提
ڙ
を
開
始
す
る
時
期
（
令
和
二

三
十
ԯ
ԁ
に
加
え
、
̜
̞
̜
Ａ
ス

ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ߏ
૝
の
実

現
に
向
け
て
二
十
四
ԯ
ԁ
を
要
求

し
て
い
る
と
説
明
。
そ
の
ほ
か
、

耐
震
改
築	

建
ସ
え


事
業
の
予

算
に
つ
い
て
は
「
来
年
度
ま
で
は

利
用
可
能
だ
が
、
そ
れ
以
߱
は
ະ

定
な
の
で
、
ૣ
目
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
ϒ
ロ
ッ
ク
ญ
等

の
安
全
対
策
事
業
も
来
年
度
予
算

へ
の
܁
ӽ
し
は
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
補
助
金
を
申
請
す
る
場
合

は
必
ず
今
年
度
中
に
お
願
い
し
た

い
」
と
要
請
し
た
。

　

続
い
て
、
ؙ
山
洋
࢘
・
初
等
中

等
教
育
局
長
が
、
令
和
二
年
度
か

ら
の
私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無

ঈ
化
に
つ
い
て
説
明
。
私
立
高
校

の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
年
収
五

百
九
十
万
ԁ
ະ
ຬ
ੈ
ଳ
を
対
৅
に

実
質
無
ঈ
化
を
実
現
す
る
と
し
、

支
څ
上
ݶ
ֹ
は
十
二
月
ま
で
の
予

算
ฤ
成
ա
程
の
中
で
出
来
る
だ
け

ૣ
く
お
知
ら
せ
し
た
い
と
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
対
৅
で
な
か
っ

た
専
߈
科
・
別
科
生
徒
へ
の
修
学

支
援
制
度
を
創
設
す
る
と
述
べ
、

授
業
料
は
高
校
等
就
学
支
援
金
に

૬
当
す
る
ֹ
を
、
授
業
料
以
外
の

教
育
費
は
高
校
生
等
঑
学
څ
付
金

数
の
減
少
に
影
ڹ
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
そ
の
ほ
か
、
日
本
私
学

教
育
研
究
所
の
中
川
所
長
か
ら
十

月
に
開
催
す
る
全
国
私
学
教
育
研

究
集
会
栃
木
大
会
の
案
内
が
あ
っ

た
。

　

続
い
て
、
文
科
省
の
各
担
当
部

局
等
か
ら
最
近
の
教
育
行
政
の
動

向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
ന
間
ཽ
一
郎
・
高
等
教

育
局
私
学
部
長
が
、
令
和
二
年
度

の
文
科
省
私
学
関
܎
政
府
予
算

の
֓
算
要
求
等
に
つ
い
て
説
明

し
「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
の
要
求
ֹ
は
ࡢ
年
度

よ
り
二
十
二
ԯ
ԁ
増
の
千
四
十
三

ԯ
ԁ
で
、
一
般
補
助
の
生
徒
等

一
人
当
た
り
୯
価
は
対
લ
年
度

一
・
二
ˋ
増
の
八
百
六
十
七
ԯ
ԁ

と
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

「
私
立
高
等
学
校
等
̞
̘
Ｔ
教
育

設
備
整
備
費
」
と
し
て
五
十
四
ԯ

ԁ
を
要
求
し
て
お
り
、
ै
来
か
ら

の
̞
̘
Ｔ
؀
ڥ
の
整
備
支
援
予
算

だ
。
生
徒
達
は
共
通
テ
ス
ト
に
向

け
て
ط
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
段
階
で
中
断
す
れ
ば
٫
っ
て

ࠞ
ཚ
を
ট
く
こ
と
に
な
る
」
と
ݒ

念
を
示
し
た
。

　

報
告
・
審
議
で
は
、
は
じ
め
に

෱
島
事
務
局
長
が
、
十
一
月
十
三

日
に
東
京
・
ߓ
区
ࣳ
公
園
の
ϝ
ル

パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
「
令

和
元
年
度
私
学
振
興
全
国
大
会
」

の
動
員
計
画
と
そ
の
直
લ
に
開
催

す
る
会
議
の
会
場
が
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の

生
徒
数
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、「
私
立
中
学
校
の
生
徒

数
は
લ
年
度
よ
り
若
ׯ
増
加

し
た
も
の
の
、
全
日
制
・
定

時
制
の
私
立
高
校
の
生
徒
数

は
約
一
万
四
千
人
減
少
し

た
。
一
方
、
通
信
制
高
校
の

生
徒
数
は
લ
年
度
よ
り
一
万

人
以
上
増
加
し
て
お
り
、
こ

れ
が
全
日
制
・
定
時
制
生
徒

　

本
連
合
会
は
九
月
十
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十
五
回

常
任
理
事
会
と
令
和
元
年
度
第
一

回
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議
の
合

同
会
議
を
開
催
し
た
。

　

吉
田
会
長
は
挨
拶
で
、「
二
〇

二
〇
年
度
か
ら
の
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
で
活
用
さ
れ
る
英
語
ຽ
間

ࢼ
験
の
導
入
に
つ
い
て
、
全
国
高

等
学
校
長
協
会
は
本
日
、
Ԇ
期
を

含
め
た
見
直
し
を
求
め
る
要
望
ॻ

を
文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
よ
う

ӳޠຽؒݧࢼͳͲʹؔͯ͠
ใ͞ࠂΕ݄ͨ̕��日の会議

第
1�
回
ৗ
任
ཧ
事
会
、令
和
元
年
度

第
̍
回
ڠ
会
長
・
事
຿
ہ
長
会
議
開
く

　ྩ

࿨

̎
೥
౓

֓
算
要
ٻ
、ɹ

ڞ
通
ς
ε
τ
ͳ
Ͳ
報
告

大
学
ೖ
学
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̣
の
整
備
状
況
ử
校
舎
内
全
体
で

無
ઢ
̡
Ａ
̣
を
整
備
し
て
い
る

学
校
割
合
は
、
中
学
校
で
二
六
・

八
ˋ
、
高
校
で
二
〇
・
九
ˋ
。

　

˙
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
現
༗
台
数

ử
生
徒
用
Ｐ
̘
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

ܕ
・
ϊ
ー
ト
ܕ
・
タ
ϒ
Ϩ
ッ
ト
ܕ
）

一
台
当
た
り
の
生
徒
数
は
中
学
校

で
三
・
五
人
、
高
校
で
四
・
一
人

で
あ
っ
た
。
な
お
、
公
立
学
校
で

の
同
生
徒
数
（
文
部
科
学
省
「
学

校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実

ଶ
等
に
関
す
る
調
査
結
果
（
平
成

三
十
一
年
三
月
現
在
）・
଎
報
஋
」

に
基
づ
く
）
は
、
公
立
中
学
校
で

五
・
二
人
、
公
立
高
校
で
四
・
四

人
で
あ
っ
た
。

　

څ
付
ֹ
等

　

څ
付
ֹ
ử
月
ֹ
二
万
ԁ	

返
ؐ

ෆ
要
　
څ
付
期
間
ử
正
規
の
最

୹
修
業
期
間
内

　

申
込
期
ݶ

　

２
０
２
０
年
２
月
຤
日
（
ফ
ҹ

༗
ޮ
）

　

申
込
先

　

˟
１
１
１
Ổ
０
０
５
３　

東
京

都
台
東
区
ઙ
૲
ڮ
一
Ổ
三
Ổ
一
二

公
ӹ
財
団
法
人
が
ん
の
子
ど
も
を

क
る
会　

঑
学
金
担
当　

ి
話

０
３
（
５
̔
２
５
）
６
３
１
１

専
修
学
校
の
高
等
・
一
般
課
程

（
一
部
対
৅
外
）、高
等
専
門
学
校
）

に
在
学
中
の
者
。
※
ੈ
ଳ
の
所
ಘ

に
よ
り
出
願
の
制
ݶ
༗
。

　

募
集
人
員

　

小
児
が
ん
経
験
者　

三
〇
名
程

度
（
１
年
生
一
五
名
、
２
年
生

一
〇
名
、３
年
生
五
名
）
を
予
定
。

　

が
ん
Ҩ
児　

一
四
〇
名
程
度

（
１
年
生
七
〇
名
、
２
年
生
四
〇

名
、
３
年
生
三
〇
名
）
を
予
定

学
金
を
څ
付
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
同
制
度
の
঑
学
生
募

集
֓
要
は
次
の
通
り
。

　

出
願
ࢿ
格

　

十
八
ࡀ
ະ
ຬ
で
小
児
が
ん
を
発

঱
し
た
小
児
が
ん
経
験
者
お
よ

び
、
が
ん
で
主
た
る
生
計
維
持
者

を
ࣦ
っ
た
Ҩ
児
。
２
０
２
０
年
４

月
に
対
৅
と
な
る
教
育
機
関
（
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
、中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、

　

公
ӹ
財
団
法
人
が
ん
の
子
ど
も

を
क
る
会
は
「
ア
フ
ラ
ッ
ク
小
児

が
ん
経
験
者
・
が
ん
Ҩ
児
঑
学
金

制
度
」
の
下
で
２
０
２
０
年
度
঑

学
生
を
公
募
す
る
。
こ
の
制
度
は

十
八
ࡀ
ະ
ຬ
で
、
小
児
が
ん
を
発

঱
し
た
小
児
が
ん
経
験
者
及
び
、

「
が
ん
」に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持

者
を
ࣦ
っ
た
Ҩ
児
で
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
も
し
く
は
充
実
し

た
学
校
生
活
が
ࠔ
೉
な
方
に
、
঑

中
学
校
で
一
五
・
三
ˋ
、
高
校
で

二
二
・
九
ˋ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

生
徒
間
で
共
用
す
る
可
動
式
Ｐ
̘

を
一
定
数
഑
備
し
て
い
る
学
校
割

合
は
、
中
学
校
で
五
九
・
八
ˋ
、

高
校
で
五
〇
・
四
ˋ
で
あ
っ
た
。

　

˙
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
材
の

整
備
状
況
ử
中
学
校
で
は
四
〇
・

二
ˋ
、
高
校
全
日
制
で
は
三
一
・

六
ˋ
で
あ
っ
た
。

　
ừ
参
考
Ử
以
下
は
、
文
部
科
学

省
「
二
〇
一
九
年
度
私
立
高
等
学

校
等
に
お
け
る
̞
̘
Ｔ
؀
ڥ
の
整

備
状
況
等
の
実
ଶ
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
を
本
連
合
会
で
࠶
集

計
し
た
も
の
。

　

˙
校
舎
内
に
お
け
る
無
ઢ
̡
Ａ

部
科
学
省
「
公
立
学
校
施
設
の
ۭ

調
（
ྫྷ
๪
）
設
備
の
設
置
状
況
に

関
す
る
調
査
（
令
和
元
年
九
月

一
日
現
在
）」
に
基
づ
く
）
で
は
、

ී
通
教
室
で
の
整
備
཰
は
八
三
・

五
ˋ
、
特
別
教
室
で
の
整
備
཰
は

四
三
・
七
ˋ
、
体
育
館
・
ホ
ー

ル
に
お
け
る
ۭ
調
整
備
཰
は
一
・

五
ˋ
で
あ
っ
た
。

　

˙
生
徒
用
Ｐ
̘
の
整
備
方
法
ử

生
徒
用
可
動
式
Ｐ
（̘
ϊ
ー
ト
ܕ
・

タ
ϒ
Ϩ
ッ
ト
ܕ
）
を
全
生
徒
に
整

備
し
て
い
る
学
校
割
合
は
中
学
校

で
一
九
・
九
ˋ
、
高
校
全
日
制
で

一
〇
・
一
ˋ
で
あ
り
、
特
定
の
学

年
・
学
科
等
で
生
徒
に
一
人
一
台

整
備
し
て
い
る
学
校
の
割
合
は
、

徒
の
う
ち
、
大
学
・
୹
期
大
学
に

進
学
し
た
割
合
は
六
四
・
三
ˋ
で
、

進
学
者
の
う
ち
ซ
設
・
ܥ
ྻ
の
大

学
、
୹
期
大
学
に
進
学
し
た
割
合

は
一
八
・
九
ˋ
で
あ
っ
た
。

　

˙
ۭ
調
（
ྫྷ
๪
）
の
整
備
状
況

ử
中
学
、
高
校
等
全
体
で
は
、
ී

通
教
室
で
の
ۭ
調
の
整
備
཰
が
九

五
・
四
ˋ
、
特
別
教
室
の
整
備
཰

が
八
九
・
五
ˋ
、
体
育
館
・
ホ
ー

ル
の
整
備
཰
が
四
五
・
八
ˋ
で

あ
っ
た
。
な
お
、
公
立
高
校
（
文

　

˙
生
徒
総
数
ử
中
学
校
で
は
二

十
三
万
八
千
七
百
七
十
九
人
で
あ

り
、
લ
年
度
よ
り
四
百
七
十
六
人

の
増
。
高
校
全
日
制
で
は
百
一
万

六
千
五
百
八
十
四
人
で
、
લ
年
度

よ
り
一
万
六
千
二
百
九
十
一
人
の

減
と
な
っ
た
。

　

˙
中
్
退
学
཰
ử
中
学
校
の
中

退
཰
は
一
・
五
ˋ
で
あ
り
、
一

方
、高
校
全
日
制
の
中
退
཰
は
二
・

二
ˋ
で
あ
っ
た
。
高
校
中
退
者
の

う
ち
通
信
制
高
校
へ
స
ฤ
入
し
た

割
合
は
五
一
・
五
ˋ
で
、
લ
年
度

に
比
べ
二
・
七
⻲
増
加
し
た
。

　

˙
学
校
建
物
の
࿝
ٺ
཰
・
耐
震

化
཰
ử
中
学
校
で
の
࿝
ٺ
཰
（
建

築
後
三
〇
年
以
上
経
ա
の
建
物
面

ੵ
）
は
三
二
・
三
ˋ
で
あ
り
、
耐

震
化
཰
は
九
七
・
六
（̀
લ
年
度
比

一
・
五
⻲
増
）で
あ
っ
た
。
高
校
全

日
制
で
は
࿝
ٺ
཰
が
四
三
・
六
ˋ
、

耐
震
化
཰
は
八
九
・
六
ˋ
（
લ
年

度
比
〇
・
八
⻲
増
）
で
あ
っ
た
。

　

˙
平
成
三
十
一
年
三
月
ଔ
業
生

の
大
学
・
୹
大
進
学
཰
ử
લ
年
度

຤
に
高
校
全
日
制
を
ଔ
業
し
た
生

　

本
連
合
会
は
、
こ
の
ほ
ど
「
令

和
元
年
度　

私
立
中
学
高
等
学
校

実
ଶ
調
査
中
間
報
告
」
を
と
り
ま

と
め
た
。
同
調
査
で
は
、
昭
和
三

十
七
年
以
来
、
私
立
中
学
・
高
校

の
入
学
状
況
、
生
徒
数
、
中
退
者

数
等
を
調
べ
て
お
り
、今
年
度
は
、

実
ಇ
校
中
学
校
七
百
四
十
二
校
、

高
校
全
日
制
千
三
百
七
校
、
中
等

教
育
学
校
十
八
校
を
対
৅
に
調
査

を
実
施
し
た
。
な
お
、
中
間
報
告

は
଎
報
஋
で
あ
り
、
ະ
回
౴
校
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
数

஋
が
ม
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

調
査
結
果
の
֓
要
を
見
る
と
Ổ
。

　

˙
入
学
状
況
ử
入
学
者
数
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
で
八
万
千
八
百

六
十
人
で
あ
り
、
લ
年
度
よ
り
千

九
百
四
十
九
人
の
増
。
高
校
全
日

制
で
は
三
十
四
万
二
千
五
百
六
十

一
人
で
あ
り
七
千
百
五
十
六
人
の

減
少
と
な
っ
た
。ま
た
、入
学
定
員

充
଍
཰
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
で

八
一
・
七
ˋ
（
લ
年
度
比
三
・
三

⻲
増
）、
高
校
全
日
制
で
は
九
二
・

一
ˋ
（
લ
年
度
同
཰
）
で
あ
っ
た
。

令
和
元
年
度
࣮
ଶ
ௐ
ࠪ
த
ؒ
ใ
ࠂ
·
ͱ
Ί
Δ

ア
ϑ
ϥ
ỽ
Ϋ
খ
児
が
Μ
ܦ
ݧ
ऀ
・
が
Μ
Ҩ
児
঑
学
ੜ
ื
ू

ೖ
学
ఆ
員

ॆ
଍
཰

த
学
ÿø
・
̓
ˋ
高
校ɹ

Āù
・
̍
ˋ

શ
日
　੍
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た
。

　

ま
た
、
近
藤
副
会
長
は
「
大
学

入
ࢼ
英
語
成
績
提
ڙ
シ
ス
テ
ム
の

問
題
点
や
課
題
な
ど
は
、
実
施
の

ա
程
で
そ
の
都
度
解
決
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
長

௩
常
任
理
事
は
「
英
語
ຽ
間
ࢼ
験

に
つ
い
て
は
、
ط
に
生
徒
等
に
も

説
明
し
て
お
り
、
保
護
者
か
ら
の

理
解
も
ಘ
て
い
る
。
こ
こ
に
き
て

取
り
や
め
と
な
る
と
、
٫
っ
て
ࠔ

࿭
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
ૌ
え

た
。
こ
う
し
た
本
連
合
会
の
要
請

に
萩
生
田
大
臣
か
ら
は
、「
ࢼ
験

に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
子
ڙ
た

ち
を
、
受
験
で
き
な
い
と
い
う
事

ଶ
に
ؕ
ら
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
大
学
ଆ
に
は
、
活

は
確
か
に
必
要
か
と
ࢥ
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
英

語
ຽ
間
ࢼ
験
の
実
施
を
Ԇ
期
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
ຽ
間
ࢼ
験
の
受
験

に
向
け
努
力
し
て
き
た
子
ڙ
た
ち

が
あ
ま
り
に
も
気
の
ಟ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
制
度
を
見
直
す
こ

と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

は
振
り
出
し
に
໭
っ
て
し
ま
い
、

更
な
る
ࠞ
ཚ
を
ট
き
か
ね
な
い
」

と
述
べ
、
ࢼ
験
の
実
施
を
Ԇ
期
し

な
い
よ
う
要
請
し
た
。そ
の
ほ
か
、

英
語
ຽ
間
ࢼ
験
の
活
用
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
大
学
に
つ
い

て
は
、「
文
部
科
学
省
か
ら
大
学
ଆ

に
一
ࠁ
も
ૣ
く
公
表
す
る
よ
う
要

請
し
て
ほ
し
い
。
子
ڙ
た
ち
を
໎

子
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
ૌ
え

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
九
月
十

日
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会
が
英

語
ຽ
間
ࢼ
験
の
実
施
Ԇ
期
及
び
制

度
の
見
直
し
を
求
め
る
要
望
ॻ
を

萩
生
田
大
臣
に
提
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
萩
生
田
大
臣
と
の
面

談
で
は
、吉
田
会
長
が「
ԕ
ִ
地
に

ॅ
ん
で
い
る
生
徒
は
、
共
通
テ
ス

ト
の
受
験
で
、
時
間
を
か
け
て
会

場
ま
で
ෝ
か
͟
る
を
ಘ
な
い
。
そ

の
た
め
、
そ
う
し
た
子
が
負
担
す

る
受
験
の
た
め
に
か
か
る
経
費
を

国
が
一
部
支
援
す
る
な
ど
の
措
置

な
実
施
等
を
要
請
し
た
。
同

問
題
で
の
大
臣
へ
の
要
請
は

本
年
六
月
四
日
に
続
き
二
度

目
。
今
回
の
要
請
で
は
、
も

し
英
語
四
ٕ
能
ࢼ
験
の
実
施

を
Ԇ
期
す
れ
ば
国
の
方
針
に

ै
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た

子
ڙ
た
ち
に
大
き
な
ࠞ
ཚ
を

与
え
る
と
し
、
予
定
通
り
の

ࢼ
験
実
施
な
ど
を
求
め
た
。

月
十
九
日
、
萩
生
田
光
一
文
部
科

学
大
臣
を
๚
ね
、「
大
学
入
ࢼ
英

語
成
績
提
ڙ
シ
ス
テ
ム
」
の
ԁ
׈

　

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
、
近

藤
彰
郎
副
会
長
、
平
方
๜
行
常
任

理
事
、
長
௩
篤
夫
常
任
理
事
は
九

　

今
般
の
大
学
入
ࢼ
改
革
に
つ
い

て
は
、す
で
に
２
０
１
３
年
の「
教

育
࠶
生
実
行
会
議
」
の
「
第
４
次

提
言
」
で
方
向
性
が
示
さ
れ
、
２

０
１
４
年
の
中
教
審
౴
申
で
は
、

特
に
英
語
に
つ
い
て
、
４
ٕ
能
を

総
合
的
に
評
価
で
き
る
問
題
の
出

題
や
ຽ
間
の
ࢿ
格
・
検
定
ࢼ
験
を

活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
そ
の
具
体
的
方
策
に
関
し

文
部
科
学
省
を
中
心
に
様
々
な
検

討
が
進
め
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
ܗ
࡞

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
高
校
２
年
生
が
受
験
生

と
な
る
２
０
２
０
年
か
ら
は
、
ࢥ

考
力
・
൑
断
力
・
表
現
力
を
重
視

す
る
「
新
し
い
大
学
入
ࢼ
」
に
Ҡ

行
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
英
語

に
関
し
て
は
「
共
通
テ
ス
ト
」
の

࿮
組
み
の
中
で
ຽ
間
ࢼ
験
団
体
に

よ
る
英
語
４
ٕ
能
ࢼ
験
を
活
用
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
現
実
問
題
と

し
て
考
え
る
と
、
大
学
入
ࢼ
セ
ン

タ
ー
の
「
共
通
テ
ス
ト
」
を
受
験

す
る
生
徒
は
高
校
生
全
体
の
５
割

程
度
で
あ
り
、
受
験
す
る
こ
と
は

生
徒
自
਎
の
意
ࢥ
に
基
づ
く
と
い

う
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
受
験
機

会
の
公
平
・
公
正
性
を
担
保
す
る

こ
と
は
重
要
だ
と
し
て
も
、
そ
の

こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
大
学
入
ࢼ
セ

ン
タ
ー
ࢼ
験
の
実
施
体
制
と
比
べ

て
著
し
く
ྼ
化
し
た
と
も
ࢥ
え
ま

せ
ん
。
一
方
で
、
զ
々
大
人
ੈ
代

ら
、
本
年
６
月
４
日
に
は
ࣲ
山
文

部
科
学
大
臣
に
面
会
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
際
に
要
望
ॻ
を
手
交
し
、

関
܎
す
る
大
学
や
ࢼ
験
実
施
団
体

が
具
体
的
な
実
施
方
法
や
日
程
を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
状
況
を
ଧ

開
し
、
高
校
生
を
「
໎
子
」
に
し

な
い
た
め
に
、
文
部
科
学
省
が
各

大
学
や
ࢼ
験
実
施
団
体
に
対
し
、

一
ࠁ
も
ૣ
く
そ
れ
ͧ
れ
の
具
体
的

実
施
案
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
指

が
議
論
を
続
け
て
い
る
間
に
も
、

受
験
を
目
指
す
高
校
生
は
、
新
テ

ス
ト
に
向
け
日
々
そ
れ
ͧ
れ
努
力

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

本
連
合
会
で
は
、
こ
う
し
た
લ

提
に
立
ち
、
こ
れ
ま
で
も
４
ٕ
能

評
価
の
ద
正
か
つ
確
実
な
実
施
に

向
け
و
省
の
担
当
部
局
に
Կ
度
も

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
が
、
状

況
が
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
か

用
方
針
を
଎
や
か
に
公
表
す
る
よ

う
要
請
し
た
い
」
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

大
臣
へ
の
要
請
後
、
本
連
合
会

は
文
科
省
内
で
記
者
会
見
を
開

き
、
要
望
の
झ
ࢫ
や
大
臣
と
の
や

り
取
り
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
英
語
ຽ
間
ࢼ
験
を

取
り
ר
く
問
題
は
、
十
月
に
入
り

ま
す
ま
す
ࠞ
໎
を
深
め
、
中
学
・

高
校
の
教
育
現
場
に
と
っ
て
先
の

見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
十
一
月
一
日
に
は
、
英
語
ຽ

間
ࢼ
験
の
受
験
に
必
要
な
「
共
通

̞
̙
」
の
申
込
み
受
け
付
け
が
開

始
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
文
科
省
は

英
語
ຽ
間
ࢼ
験
の
活
用
を
Ԇ
期
す

る
と
の
公
算
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ഡੜాେਉʹཁ๬ॻをख౉す٢ా会長

̕
݄

��
日

ӳ
ޠ
ຽ
ؒ
ࢼ
ݧ
࣮
ࢪ
、再
要
੥

࣮
ࢪ
Ԇ
期
の
ެ
算
高
·
Δ

จՊେਉʹ
大
学
ೖ
学
ڞ
௨
ς
ε
τ　

英
語
̐
ٕ
ೳ
ࢼ
　ݧ

ཁ
๬
શ
จ

ʹ
͓
͚
Δ

ʹ
ؔ
͢
Δ
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の
実
施
団
体
と
し
て
の
自
֮
や
੹

任
を
ܽ
い
た
ま
ま
、
自
己
の
収
ӹ

を
最
優
先
と
し
、
英
語
４
ٕ
能
ࢼ

験
の
実
施
を
利
用
し
て
事
業
の
拡

大
を
ਤ
Ζ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
文
部
科
学
省
・
大
学
入
ࢼ
セ

ン
タ
ー
の
所
管
す
る
シ
ス
テ
ム
の

実
施
団
体
の
対
応
と
し
て
૬
応
し

い
と
は
ࢥ
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
同
協
会
に

対
し
、
予
約
申
込
期
日
の
Ԇ
長
と

と
も
に
、
予
約
金
の
௃
収
を
取
り

止
め
る
よ
う
、
強
く
要
請
す
る
こ

と
。

ᶇ　

さ
ら
に
各
ࢼ
験
実
施
団
体
に

対
し
、
ࢼ
験
実
施
運
営
上
の
ト
ラ

ϒ
ル
に
よ
る
࠶
ࢼ
験
に
つ
い
て

は
、
無
ঈ
に
よ
り
確
実
に
実
施
す

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

し
て
お
り
、
こ
の
回
の
検
定
を
受

検
で
き
な
い
な
ど
、
ෆ
公
平
・
ෆ

合
理
な
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
同
協
会
は
、
公
ӹ
財

団
法
人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

受
検
者
数
の
事
લ
把
握
と
収
ӹ
確

保
の
た
め
予
約
金
３
０
０
０
ԁ
の

ೲ
入
を
受
検
申
込
の
条
݅
と
し
、

予
約
金
は
そ
の
後
受
検
で
き
な

か
っ
た
生
徒
に
対
し
て
も
返
ؐ
し

な
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
、今
般
、

萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
や
本
連
合

会
等
の
要
請
を
受
け
入
れ
修
正
し

た
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
、
返
ؐ

期
間
を
̔
日
間
に
ݶ
定
し
、
し
か

も
返
金
に
܎
る
手
数
料
は
、
高
校

生
の
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
の
一
連
の
行
ҝ
は
、
高

校
生
の
ক
来
に
関
わ
る
こ
の
ࢼ
験

設
の
意
義
が
ٙ
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
目
立
ち
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開

で
の
利
用
方
法
な
ど
も
「
ະ
定
」

示
す
る
と
と
も
に
、
ࠔ
࿭
し
て
い

る
高
校
生
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
Ң
と
今
後
の
具
体
的
な
日

程
や
実
施
内
容
等
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
入
ࢼ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
共
通
̞
̙
ొ
࿥
時

期
が
11
月
に
ഭ
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
各
実
施
団
体
の
管
理
も

十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
文
部
科
学
省
で
は
、
先

頃
、
受
験
生
等
を
対
৅
に
「
大
学

入
ࢼ
英
語
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を

開
設
し
関
܎
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
ࢿ
格
ࢼ
験
の
会

場
や
実
施
日
程
は
「
ະ
定
」「
調

整
中
」
と
さ
れ
て
お
り
、
各
大
学

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

本
連
合
会
と
し
て
は
、
文
部
科
学

省
に
対
し
、
以
下
の
事
߲
に
つ
い

て
、
そ
の
ૣ
ٸ
か
つ
確
実
な
実
施

を
要
請
い
た
し
ま
す
。

①　

大
学
入
ࢼ
英
語
成
績
提
ڙ
シ

ス
テ
ム
の
実
施
は
、
関
܎
者
の
合

意
に
基
づ
い
た
方
針
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
す
で
に
生
徒
や
高
校
ଆ

で
も
、
こ
れ
ま
で
そ
の
実
施
を
念

಄
に
置
い
て
、
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

も
し
、
こ
こ
で
、
中
断
・
Ԇ
期

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
٫
っ
て
大

き
な
ࠞ
ཚ
を
ট
き
、
ط
に
準
備
を

進
め
て
い
る
高
校
生
は
方
向
స
換

を
༨
ّ
な
く
さ
れ
、
新
た
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
事
ଶ
を
回
ආ
す
る
た
め
に

も
、
文
部
科
学
省
は
、
こ
れ
ら
の

最
終
੹
任
者
と
し
て
、
大
学
や
ࢼ

験
実
施
団
体
に
対
し
、
あ
ら
Ώ
る

方
策
と
ݖ
ݶ
を
ۦ
使
し
て
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
ԁ
׈
な
実
施
を
ಇ
き

か
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

②　

各
大
学
に
は
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
஗
く

と
も
必
ず
̕
月
中
に
公
表
す
る
よ

う
、
強
く
要
請
す
る
こ
と
。

ᶅ　

ࢼ
験
実
施
団
体
に
対
し
て

は
、
共
通
̞
̙
発
行
申
込
開
始
の

11
月
１
日
よ
り
も
લ
に
、
そ
れ
ͧ

れ
の
実
施
団
体
が
、
確
実
に
ࢼ
験

実
施
日
や
会
場
等
の
実
施
要
ྖ
を

公
表
す
る
よ
う
、
強
く
要
請
す
る

こ
と
。

ᶆ　

そ
の
内
、
特
に
日
本
英
語
検

定
協
会
に
つ
い
て
は
、
ࢼ
験
の

実
施
内
容
が
二
స
三
స
す
る
ば

か
り
か
、
例
え
ば
１
ڃ
૬
当
の

S�InterWiew

は
健
常
者
が
受
検

で
き
ず
、
ま
た
、
現
高
校
３
年
生

が
ෆ
幸
に
も
࿘
人
生
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
第
１
回
検
定
（
４
月
～

̓
月
実
施
）
の
申
込
期
間
が
終
了

　

第
四
次
安
ഒ
第
二
次
改
଄
内
ֳ

が
九
月
十
一
日
に
発
଍
し
た
。
文

部
科
学
大
臣
・
教
育
࠶
生
担
当
大

臣
に
は
萩
生
田
光
一
（
は
͗
う
だ

　

こ
う
い
ち
）・
ऺ
議
院
議
員
（
自

由
ຽ
主
ౘ
、東
京
二
十
四
区
選
出
）

が
就
任
し
た
。
五
十
六
ࡀ
。

　

萩
生
田
大
臣
は
、
平
成
二
十
年

八
月
六
日
か
ら
ཌ
二
十
一
年
九
月

十
六
日
ま
で
文
部
科
学
大
臣
政
務

׭
を
務
め
た
経
ྺ
が
あ
り
、
文
科

大
臣
就
任
લ
に
は
自
由
ຽ
主
ౘ
װ

事
長
代
行
に
就
任
し
て
い
た
。

　

九
月
十
三
日
に
は
副
大
臣
、
大

臣
政
務
׭
人
事
も
決
ま
り
、
文
部

科
学
省
の
副
大
臣
（
二
人
）
に
は
、

亀
Ԭ
Ғ
ຽ
（
か
め
お
か　

よ
し
た

み
）・
ऺ
議
院
議
員（
自
由
ຽ
主
ౘ
）

と
上
野
通
子
・
参
議
院
議
員
（
自

由
ຽ
主
ౘ
）
が
就
任
し
た
。

　

亀
Ԭ
副
大
臣
は
東
北
ϒ
ロ
ッ
ク

選
出
。
ऺ
議
院
文
部
科
学
委
員
会

委
員
長
や
自
由
ຽ
主
ౘ
文
部
科
学

部
会
長
等
を
務
め
る
な
ど
、
ౘ
内

や
国
会
内
で
文
教
問
題
に
ੵ
ۃ
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
上

野
副
大
臣
は
、
宇
都
宮
文
星
女
子

高
校
の
教
員
の
経
ྺ
も
あ
り
、
副

大
臣
就
任
લ
は
参
議
院
の
文
教
科

学
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

文
教
問
題
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
き
た
。

　

大
臣
政
務
׭
（
二
人
）
人
事
も

九
月
十
三
日
に
決
ま
り
、
佐
々
木

さ
や
か
・
参
議
院
議
員
（
公
明
ౘ
）

と
青
山
周
平
・
ऺ
議
院
議
員
（
自

由
ຽ
主
ౘ
）
が
就
任
し
た
。

　

佐
々
木
大
臣
政
務
׭
は
創
価
大

学
法
科
大
学
院
修
了
の
ห
護
࢜

で
、
青
山
大
臣
政
務
׭
は
༮
ஓ
園

園
長
の
経
ྺ
も
持
っ
て
い
る
。

　

九
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
文
科

省
で
の
記
者
会
見
で
は
、
亀
Ԭ
副

大
臣
が
、「
ݸ
性
豊
か
な
子
ڙ
が

や
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
学
べ

る
よ
う
な
؀
ڥ
づ
く
り
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
り
、

上
野
副
大
臣
は
「
Ａ
̞
時
代
の
人

間
力
向
上
や
教
師
の
ࢿ
格
の
見
直

し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
の
๊
負
を
語
っ
て
い
る
。

第
࢛
࣍
҆
ഒ
第
二
࣍
վ
଄
内
ֳ
が
ൃ
଍

த
அ
・
Ԇ
期
は
٫
ỳ
ͯ
ࠞ
ཚ
を
ট
く
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際
し
て
は
各
都
道
府
県
が
慎
重
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
共
通
協
議
題
②

の
休
校
及
び
休
眠
法
人
へ
の
対

応
・
解
散
等
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
県
が
休
校
及
び
休
眠
法
人

の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
よ
う

努
め
て
お
り
、
法
人
の
意
向
を
尊

重
し
て
い
る
一
方
で
、
連
絡
の
つ

か
な
い
法
人
の
対
応
に
は
苦
慮
し

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
学

校
法
人
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
連
絡
が
付
か
な
い
か
ら
と

言
っ
て
社
会
的
に
放
置
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
休
眠
法
人
が
詐
欺
に

悪
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
検
討
す
べ
き
課

題
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

審
議
結
果
は
二
日
目
の
総
会
で
承

認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
二
日
目
に

は
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
副

館
長
の
浦
川
和
也
氏
が
「
佐
賀
の

人
材
育
成
と
明
治
維
新
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。
な
お
全

審
連
は
来
年
、
創
立
七
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
都
内
の
ホ
テ

ル
で
十
月
二
十
九
・
三
十
日
に
第

七
十
五
回
総
会
及
び
記
念
式
典
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

監
事
候
補
者
選
考
委
員
会
が
別
室

に
て
開
か
れ
た
。
委
員
会
の
選
考

結
果
に
つ
い
て
は
、
同
委
員
会
の

吉
田
晋
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ

り
、
次
期
会
長
は
現
会
長
の
近
藤

会
長
に
引
き
続
き
お
願
い
し
、
次

期
監
事
に
つ
い
て
も
現
監
事
に
留

任
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
一
致
し

た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
総
会
で

は
こ
れ
ら
人
事
案
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

私
立
学
校
の
新
設
及
び
収
容
定
員

増
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
、

設
置
認
可
に
あ
た
っ
て
新
設
校
の

ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か

や
、
安
定
経
営
の
見
通
し
が
立
っ

て
い
る
の
か
な
ど
を
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
都
道

府
県
に
よ
っ
て
は
抑
制
的
な
定
め

が
あ
っ
た
り
、
学
校
種
に
よ
り
対

応
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

共
通
協
議
題
①
の
私
立
学
校
審

議
会
で
の
「
二
段
階
審
査
」
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
収
容
定
員
の
増

員
に
対
し
二
段
階
審
査
を
実
施
し

た
事
例
は
少
数
で
あ
り
、
審
査
に

高
等
学
校
通
信
教
育
規
程
で
原
則

２
４
０
人
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
県
外
生
徒
の
ニ
ー
ズ

な
ど
も
把
握
し
た
上
で
認
可
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、

申
請
者
に
収
容
定
員
の
算
出
根
拠

の
明
示
を
求
め
る
べ
き
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
県
に
設
置

さ
れ
る
面
接
指
導
施
設
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
ご
と
に
施
設
設
備

や
教
職
員
数
な
ど
に
つ
い
て
厳
格

な
審
査
基
準
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
校
が
安

易
に
関
与
で
き
な
い
よ
う
な
体
制

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指

摘
し
た
。
続
け
て
、
協
議
題
②
の

　

初
日
の
総
会
終
了
後
、
学
校
種

ご
と
に
三
つ
の
専
門
部
会
が
開
か

れ
、
中
学
・
高
校
等
の
問
題
を
扱

う
第
三
専
門
部
会
で
は
、
部
会
独

自
の
二
つ
の
協
議
題
と
、
各
専
門

部
会
共
通
の
二
つ
の
協
議
題
を
合

わ
せ
た
計
四
つ
に
つ
い
て
、
情
報

交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
協
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
二
日
目
の
総
会
で
報
告
さ
れ

た
。

　

協
議
結
果
の
う
ち
第
三
専
門
部

会
独
自
の
協
議
題
で
あ
る
①
廃
校

の
校
舎
を
利
用
し
た
広
域
通
信
制

高
校
の
設
置
認
可
申
請
に
つ
い
て

は
、
通
信
制
高
校
の
収
容
定
員
は

て
は
、
岩
﨑
幸
雄
副
会
長
の
退

任
、
工
藤
誠
一
副
会
長
の
就
任
が

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
令
和
元

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
平
成

三
十
年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
令

和
元
年
度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
六
月
二
十
八
日

の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
総
会
を
一
時
中
断
し

て
令
和
二
・
三
年
度
の
会
長
及
び

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
清

家
篤
・
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
理
事
長
の
祝
辞
が
代
読

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
及
び
監

査
報
告
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
令
和
元
年
度
の
役
員
に
つ
い

と
も
に
、
各
校
が
独
自
の
建
学
の

精
神
に
基
づ
く
特
色
あ
る
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
来

て
い
る
」
と
語
り
、
出
席
し
て
い

る
私
学
審
議
会
委
員
や
都
道
府
県

私
立
学
校
所
管
部
課
職
員
に
一
層

の
協
力
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、

地
元
・
佐
賀
県
の
笠
慶
宣
佐
賀
県

私
学
審
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
。

　

続
け
て
私
立
学
校
審
議
会
委
員

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
退
任
者

の
う
ち
私
立
学
校
審
議
会
委
員
を

八
年
以
上
務
め
、
顕
著
な
功
績
を

残
し
た
十
五
名
が
表
彰
さ

れ
た
。
こ
の
日
は
、
表
彰

者
を
代
表
し
て
佐
賀
県
の

菅
原
真
爾
氏
が
近
藤
会
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
の

祝
辞
が
代
読
さ
れ
、
小
林

万
里
子
佐
賀
県
副
知
事
、

桃
崎
峰
人
・
佐
賀
県
議
会

　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）
は
十
月
二
十

四
・
二
十
五
の
両
日
、
佐
賀
市
内

の
ホ
テ
ル
で
第
七
十
四
回
総
会
佐

賀
大
会
を
開
催
し
た
。

　

初
日
の
総
会
で
は
、
九
州
支
部

を
代
表
し
て
新
田
光
之
助
副
会
長

が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
続
け
て
近

藤
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
私
立
学

校
は
、
公
教
育
の
一
翼
を
担
う
と

来
年
は
創
立
70
周
年
式
典
・
総
会
東
京
で

開　

催

全
審
連
、佐
賀
市
で
総
会
を
開
く

近
藤
会
長
の
再
任
な
ど
決
定

議案を審議する初日の総会

近藤会長



ʢ�ʣ ����ใ令和元年10月31日࣌����ֶ����ࢲ 第1255号（ୈࡾछ༣ศ෺ೝՄ）

を
『
建
学
の
精
神
』
と
し
て
脈
々

と
引
き
継
い
で
い
る
。
先
人
達
の

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
て
、
伝
統
を
築
き
な
が
ら

永
続
的
に
教
育
を
行
う
こ
と
が
私

学
人
の
使
命
だ
」
と
述
べ
た
。
大

会
で
は
、
岩
切
剛
志
副
知
事
が
来

賓
と
し
て
出
席
し
、
三
反
園
知
事

か
ら
の
私
学
振
興
に
努
め
る
と
の

祝
辞
を
代
読
し
た
ほ
か
、
保
護
者

代
表
が
公
私
間
格
差
の
是
正
の
実

現
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
大
会
決

議
で
は
「
教
育
費
の
公
私
間
格
差

の
是
正
と
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
」
及
び
「
経
常
費
助
成
費

補
助
金
の
拡
充
と
私
立
学
校
の
振

興
策
の
充
実
」
の
実
現
を
求
め
る

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　

鹿
児
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
（
川
島
英
和
会
長
）
は
九
月

二
十
八
日
、
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島

で
、「
令
和
元
年
度
鹿
児
島
県
私

学
振
興
大
会
」
を
開
催
し
た
。
当

日
は
保
護
者
や
教
員
ら
千
人
が
出

席
し
た
。

　

川
島
会
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
中
で
、「
私
立
学
校
が
課
題
を

克
服
し
健
全
な
運
営
を
継
続
す

る
こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
だ
」

と
し
た
上
で
、「
私
学
は
公
立
に

は
な
い
創
立
者
の
高
邁
な
教
え

あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹

介
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
私
学
教
育

功
労
者
表
彰
、
私
学
教
育
永
年
勤

続
者
表
彰
、
被
表
彰
者
代
表
謝
辞

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
大
会
決
議
で

は
、「
私
立
学
校
振
興
助
成
法
の

目
的
に
あ
る
公
費
助
成
に
よ
る
公

私
間
格
差
の
是
正
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
措
置
」
や
「
耐
震
化
を
含

む
施
設
整
備
の
国
公
立
学
校
と
同

等
の
支
援
」
等
の
実
現
を
求
め
る

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。　

　

ま
た
、
大
会
後
は
、
生
徒
等
に

よ
る
学
習
発
表
が
行
わ
れ
、
倉
吉

北
高
校
の
調
理
科
の
取
り
組
み
、

湯
梨
浜
学
園
中
学
高
等
学
校
の
剣

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
演
武
）
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

一
般
社
団
法
人
鳥
取
県
私
立
学

校
協
会（
野
田
修
会
長
）は
八
月
二

十
二
日
、鳥
取
市
国
府
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
二
〇
一
九

（
令
和
元
）
年
鳥
取
県
私
立
学
校

振
興
大
会
」（
私
立
学
校
法
制
定

七
〇
周
年
記
念
）
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
鳥
取
県
私
立
中
学
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
一
般
社

団
法
人
鳥
取
県
私
学
振
興
会
等
に

よ
る
共
催
で
、
鳥
取
県
、
鳥
取
市

等
が
後
援
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
野
田
会
長
に
よ
る

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
の
石
川
良
一
・
東
京
都
議
会

議
長
は
、「
東
京
の
私
学
は
公
教

育
の
進
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
教

育
費
の
公
私
間
較
差
の
是
正
な
ど

私
学
助
成
の
充
実
に
精
一
杯
努
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
け
て
挨
拶
に
立
っ
た
浜
佳
葉

子
・
東
京
都
生
活
文
化
局
長
も
引

き
続
き
私
学
助
成
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
大
会
で
は
、「
私
立
学
校
教

育
の
充
実
の
た
め
、
経
常
費
補
助

の
更
な
る
拡
充
強
化
」
や
「
教
育

水
準
維
持
・
向
上
の
た
め
の
支
援

補
助
制
度
の
更
な
る
拡
充
強
化
」

な
ど
を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ

た
。

　

一
般
財
団
法
人
東
京
私
立
中
学

高
等
学
校
協
会
な
ど
都
内
私
学
六

団
体
は
十
月
八
日
、
千
代
田
区
内

で
「
令
和
二
年
度
私
学
振
興
予
算

要
望
期
成
大
会
」
を
開
催
し
た
。

保
護
者
ら
約
千
七
百
人
が
出
席
し

た
。
こ
の
中
で
近
藤
彰
郎
・
東
京

私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
長
は
、

東
京
都
に
対
し
、
私
学
へ
の
日
頃

の
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、「
私
学
は
教
育
を
通
じ

て
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
。
是

非
こ
の
大
会
を
来
年
度
予
算
に
つ

　

文
部
科
学
省
の
「
通
信
制
高
等

学
校
の
質
の
確
保
・
向
上
に
関
す

る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
第

一
回
会
合
が
十
月
一
日
、
都
内
で

開
か
れ
た
。
座
長
は
荒
瀬
克
己
・

大
谷
大
学
文
学
部
教
授
。

　

初
会
合
で
は
、
ウ
ィ
ッ
ツ
青
山

学
園
高
校
問
題
を
契
機
に
策
定
さ

れ
た
「
高
校
通
信
教
育
の
確
保
・

向
上
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

な
ど
、
通
信
制
高
校
の
質
確
保
・

向
上
に
向
け
た
一
連
の
改
革
が
同

省
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
時
乗
洋
昭
委
員
（
山
手

学
院
高
校
長
）
は
「
文
科
省
の
点

検
調
査
に
よ
り
、
学
校
現
場
で
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
が
必
ず
し

も
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
所
轄

庁
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
指

導
・
監
督
を
一
層
強
化
す
べ
き
だ

が
、
所
轄
庁
の
指
導
体
制
は
脆
弱

で
あ
り
、
指
導
・
監
督
を
十
分
に

行
う
に
は
課
題
も
あ
る
」
と
指
摘

し
た
。
同
会
議
の
論
点
整
理
案
は

今
後
、
同
省
か
ら
提
示
さ
れ
る
見

通
し
。

　

委
員
か
ら
は
、「
新
た
な
時
代
の

教
育
と
し
て
、
通
信
制
高
校
の
教

育
に
は
可
能
性
が
あ
る
」
と
評
価

す
る
意
見
が
聞
か
れ
た
一
方
、
そ

の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
が
必
要
と

い
っ
た
意
見
が
複
数
聞
か
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
通
信
制
で
あ
れ
高

校
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
や
っ

て
い
く
べ
き
だ
」、「
よ
い
事
例
を

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
精
緻
化
が
必
要
」、「
多
様

性
の
確
保
ば
か
り
を
考
え
、
共
通

性
の
確
保
に
至
っ
て
い
な
い
の
は

問
題
」、「
通
信
制
高
校
に
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
逐

条
解
説
が
必
要
だ
」
と
い
っ
た
指

摘
が
聞
か
れ
た
。

私
学
振
興
予
算
要
望

期
成
大
会
開
く

都
内
私
学
６
団
体
が
開
催

二
〇
一
九
年
私
学

振
興
大
会
を
開
催

鳥
取
県
私
立
学
校
協
会

保
護
者
ら
千
人
が

参
加
振
興
大
会

鹿
児
島
県
中
高
協
会

開　
く

通
信
制
高
校
の
質
確
保
等
会
議
始
動

各
地
で
私
学
振
興
大
会
開
く

各
地
で
私
学
振
興
大
会
開
く
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11
月
15
日
申
込
締
切
。

○
私
立
学
校
特
別
研
修
会
・

�

英
語
教
育
改
革
特
別
部
会

�

（
西
日
本
エ
リ
ア
）

　

令
和
２
年
２
月
21
・
22
日
、
兵

庫
県
神
戸
市
・
灘
中
学
高
等
学
校

及
び
神
戸
国
際
会
館
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
開
催
す
る
。

JENNIFER SELVIDGE

・

カ

ン
ザ
ス
大
学Applied English 

Center

常
勤
講
師
／
米
国
国
務

省English Language Fellow

に
よ
る
講
演
、
灘
中
学
高
等
学
校

の
英
語
授
業
視
察
、
同
校
英
語
科

教
諭
に
よ
る
発
表
、
英
語
教
育

推
進
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
実
践
発
表
・
模
擬
授

業
を
実
施
す
る
。
定
員
40
名
、
11

月
上
旬
募
集
開
始
。

○
委
託
研
究
員
研
究
成
果
報
告
会

　

第
１
回
は
令
和
２
年
３
月
14
日

に
、
第
２
回
は
21
日
に
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て
開
催
す

る
。

　

当
研
究
所
で
は
文
部
科
学
省
か

ら
の
助
成
金
を
受
け
て
30
名
の
委

託
研
究
員
を
採
用
し
、
特
色
あ
る

私
学
に
お
け
る
教
科
指
導
・
生
徒

指
導
の
実
践
研
究
や
、
私
学
経
営

の
発
展
・
充
実
に
寄
与
す
る
研
究

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年
度

は
「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
を
実
現
す
る
授
業
デ
ザ
イ

ン
」
を
中
心
と
し
た
研
究
成
果
報

告
を
行
う
。

　

入
退
室
自
由
、
参
加
費
無
料
。

詳
細
日
程
は
後
日
、
当
研
究
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
す
る
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習

　

左
表
の
通
り
、東
日
本
会
場
・
西

日
本
会
場
に
お
い
て
開
催
す
る
。

風
の
接
近
に
よ
り
12
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
中
止
）。
中
川
武
夫
・
当

研
究
所
所
長
に
よ
る
教
育
の
最
新

情
報
に
関
す
る
講
義
、庭
井
史
絵
・

青
山
学
院
大
学
准
教
授
に
よ
る
探

究
学
習
に
つ
い
て
の
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
予
定
通
り
行
わ

れ
、
探
究
学
習
の
３
つ
の
ス
テ
ッ

プ
や
具
体
的
な
指
導
方
法
に
つ
い

て
、
講
師
の
中
学
校
・
高
等
学
校

で
の
豊
富
な
実
践
を
踏
ま
え
た
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
は
知
見
を
深

め
て
い
た
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

�

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

　

11
月
29
日
、
長
崎
県
長
崎
市
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て

「
日
本
の
教
育
を
牽
引
す
る
私
学

の
チ
カ
ラ
～
更
な
る
進
化
の
道
を

模
索
す
る
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い

に
開
催
す
る
。
吉
田
晋
・
中
高
連

会
長
に
よ
る
講
話
、
菅
沼
宏
比

古
・
学
校
法
人
西
海
学
園
理
事
長

に
よ
る
講
演
を
実
施
す
る
。
午
後

は
、
学
校
改
革
に
取
り
組
み
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
生
徒
が
集
ま
る

創
成
館
高
等
学
校
の
視
察
、
奥
田

修
史
・
学
校
法
人
奥
田
学
園
理
事

長
／
創
成
館
高
等
学
校
校
長
の
講

演
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
た
め

の
交
流
夕
食
会
等
も
実
施
す
る
。

学
情
勢
に
つ
い
て
」、
名
古
屋
外

国
語
大
学
学
長
の
亀
山
郁
夫
氏
に

よ
る
記
念
講
演
「『
人
生
百
年
時

代
』
を
生
き
る
力
」
を
行
っ
た
。

教
育
懇
談
会
で
は
参
加
者
が
交
流

を
深
め
た
。

　

２
日
目
は
私
学
経
営
、
教
育
課

程
、
法
人
管
理
事
務
運
営
、
進
路

指
導
、
生
徒
指
導
、
特
色
教
育

（ICT

）
の
６
部
会
に
分
か
れ
、
各

研
究
目
標
の
下
、
講
演
、
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
実
践
発
表

等
を
行
い
、盛
会
裡
に
閉
会
し
た
。

　

次
年
度
大
会
は
令
和
２
年
10
月

22
日
～
23
日
、
秋
田
県
秋
田
市
・

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い

て
開
催
す
る
。

　

10
月
11
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て

開
催
し
、30
名
が
参
加
し
た
。（
台

が
あ
り
、
地
区
内
で
連
携
し
、
充

実
し
た
研
修
と
な
る
よ
う
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

研
修
の
内
容
や
雰
囲
気
を
伝
え
る

た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
当

研
究
所
が
撮
影
し
た
初
任
研
参
加

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
、
指

導
員
を
務
め
た
教
員
に
よ
る
動
画

が
サ
ン
プ
ル
と
し
て
上
映
さ
れ
、

来
年
度
の
開
催
に
向
け
各
地
区
が

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　

10
月
17
・
18
日
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
・
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
に

お
い
て
開
催
し
た
。「
人
間
力（
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
を
高
め
る
私
学

教
育
」
を
研
究
目
標
と
し
た
今
次

大
会
に
は
、
全
都
道
府
県
よ
り
603

名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
開
会
式
は
、
主
催
者
及

び
開
催
地
区
代
表
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
栃
木
県
知
事
及
び
宇
都
宮
市

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
次
期
大
会
を

開
催
す
る
新
潟
県
・
東
北
６
県
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会
協
議
会
会

長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
全
体
会
で

は
宇
都
宮
海
星
女
子
学
院
中
学
高

等
学
校
箏
曲
部
に
よ
る
箏
曲
演
奏

が
披
露
さ
れ
、
吉
田
晋
・
中
高
連

会
長
、
中
川
武
夫
・
当
研
究
所
所

長
に
よ
る
報
告
「
教
育
政
策
と
私

　

10
月
４
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て

今
年
度
夏
季
に
開
催
し
た
地
区
初

任
研
・
中
堅
研
・
教
員
免
許
状
更

新
講
習
の
事
業
に
つ
い
て
担
当
委

員
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
委
託
研

究
員
研
究
成
果
報
告
会
の
実
施
及

び
次
年
度
の
委
託
研
究
員
募
集
の

計
画
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

　

次
年
度
に
向
け
て
、
初
任
研
参

加
者
の
教
職
経
験
年
数
な
ど
を
鑑

み
、
現
在
の
初
任
研
全
国
研
修
会

を
若
手
教
員
（
初
任
者
等
）
全
国

研
修
会
へ
と
改
組
し
、
初
任
研
と

中
堅
研
の
中
間
に
あ
た
る
主
に
経

験
５
年
～
10
年
の
教
員
向
け
の
研

修
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
21
回
私
立
学
校
初
任
者
研
修

等
事
業
検
討
委
員
会
に
引
き
続
き

開
催
し
た
全
国
会
議
に
は
、
各
都

道
府
県
の
初
任
研
地
区
運
営
委
員

ら
56
名
が
出
席
し
た
。
地
区
初
任

研
実
施
都
道
府
県
運
営
委
員
よ
り

各
地
区
研
修
会
に
つ
い
て
の
報
告

第
21
回
初
任
者
研
修
等

事
業
検
討
委
員
会
開
催

日
私
教
研
だ
よ
り

令
和
元
年
度
初
任
者
研
修

地
区
運
営
委
員
全
国
会
議
開
催

全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

栃
木
大
会
開
催

初
任
者
研
修
全
国
研
修
会

（
東
日
本
会
場
）
開
催

秋
季
・
冬
季
研
修
会
の
ご
案
内

※ 

各
研
修
会
・
報
告
会
・
講
習

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時

日
私
教
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
る
実
施
案
内
等
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

教員免許状更新講習（冬季）

東日本会場
アルカディア市ヶ谷

西日本会場
京都ガーデンパレス

必修 12月 26日 １月６日

選択必修 12月 25日 １月５日

11月 15日申込締切

記念講演する亀山郁夫氏




